
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
を
会
場
に

５
月
29
日
、
ま
ち
づ
く
り
と
地
域

医
療
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
地
域
医

療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
島
根
大

学
と
雲
南
市
の
主
催
で
開
き
ま
し

た
。「

21
世
紀
の
雲
南
地
域
医
療
の

課
題
と
展
望
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

の
小
林
祥
泰
院
長
か
ら
「
地
域
医

療
こ
そ
医
療
の
原
点
。
地
域
と
大

学
が
連
携
し
、
共
に
、
地
域
に
根

付
い
た
医
学
生
を
育
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
入
学
生
の
地
域
枠
推

薦
を
設
け
る
な
ど
中
長
期
的
な
対

策
が
必
要
」
と
現
在
の
地
域
医
療
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問
題
へ
の
解
決
策
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
住
民
・
行
政
・
大
学
・

病
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
代

表
者
に
よ
る
意
見
発
表
や
会
場
の

参
加
者
を
交
え
た
意
見
交
換
が
あ

り
ま
し
た
。

住
民
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ
た

谷
岡
美
　
子
さ
ん
は
、「
ま
た
担
当

の
医
者
が
替
わ
ら
れ
た
。
同
じ
先

生
だ
と
、
患
者
と
の
信
頼
関
係
も

築
け
る
の
に
」、「
大
学
の
公
開
講

座
に
は
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
今
後

も
地
域
に
密
着
し
た
大
学
で
あ
っ

て
欲
し
い
」
な
ど
、
雲
南
地
域
に

お
け
る
医
療
の
現
況
や
大
学
に
対

す
る
要
望
を
発
表
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
議

論
さ
れ
た
点
な
ど
も
考
慮
し
た
各

種
福
祉
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い

く
ほ
か
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
全

国
に
先
駆
け
身
体
教
育
医
学
研
究

所
を
設
置
す
る
予
定
に
し
て
お
り
、

生
涯
現
役
を
合
言
葉
に
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
全
体
で
の
会
議
に
続
き
、

「
協
働
に
よ
る
自
治
」、「
定
住
環
境

の
充
実
」、「
安
心
生
活
の
創
造
」、

「
人
が
輝
く
教
育
・
文
化
」、「
ふ
る

さ
と
産
業
の
創
出
」
の
各
分
科
会
に

分
か
れ
て
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、
１
か

月
に
１
回
程
度
開
催
さ
れ
、
平
成
18

年
７
月
頃
に
計
画
案
が
市
長
に
提

出
さ
れ
る
予
定
で
す
。
な
お
、
市
で

は
平
成
18
年
９
月
議
会
へ
の
議
案

の
上
程
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

雲
南
市
総
合
計
画
策
定

雲
南
市
総
合
計
画
策
定
に
着
手
着
手 

雲
南
市
総
合
計
画
策
定
に
着
手 

雲
南
市

雲
南
市
ま
ち
づ
く
り
会
議
発
足

会
議
発
足 
雲
南
市

雲
南
市
ま
ち
づ
く
り
会
議
発
足

会
議
発
足 
雲
南
市
ま
ち
づ
く
り
会
議
発
足 

自
然
自
然
あ
ふ
れ
る
共
生
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

自
然
あ
ふ
れ
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

島
根
大
学

島
根
大
学
「
地
域
医
療

地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

雲
南
雲
南 

島
根
大
学

島
根
大
学
「
地
域
医
療

地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

雲
南
雲
南 

島
根
大
学
「
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

雲
南 

ininin

雲
南
市
で
は
生
涯
現
役
で
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
小
児
期
か
ら
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
身
体
の
こ
と
を
研
究

し
た
成
果
を
健
康
・
体
力
づ
く
り

運
動
に
役
立
て
る
た
め
の
『
雲
南

市
身
体
教
育
医
学
研
究
所
（
仮
称
）』

を
来
年
４
月
か
ら
設
置
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

６
月
６
日
、
サ
ン
ワ
ー
ク
木
次

で
、
研
究
所
設
立
に
む
け
た
第
１

回
準
備
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
先
駆
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
長
野
県
東
御
市
の
身
体
教

育
医
学
研
究
所
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
、
雲
南
市
の

研
究
所
設
立
の
理
念
や
位
置
づ
け

な
ど
の
確
認
や
具
体
的
に
取
り
組

む
事
業
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
で
は
研
究
所
設
立
に
向
け
、

東
京
大
学
や
島
根
大
学
、
医
師
会

や
医
療
機
関
が
参
加
し
た
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
有
効
な
研
究

所
と
な
る
よ
う
、
今
後
さ
ら
に
検

討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

雲
南
市
身
体
教
育
医
学
研
究
所

雲
南
市
身
体
教
育
医
学
研
究
所
（
仮
称
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会
開
催

設
立
準
備
委
員
会
開
催 

雲
南
市
身
体
教
育
医
学
研
究
所

雲
南
市
身
体
教
育
医
学
研
究
所
（
仮
称
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会
開
催

設
立
準
備
委
員
会
開
催 

雲
南
市
身
体
教
育
医
学
研
究
所
（
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会
開
催 

だ
れ
も
が
生
涯
現
役

生
涯
現
役
で
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

だ
れ
も
が
生
涯
現
役
で
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

速
水
市
長
か
ら
準
備
委
員
を
代
表
し
て
武
藤
教
授
へ

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

雲南市身体教育医学研究所設立準備委員名（敬称略）※市関係者を除く、◎は委員長

◎東京大学大学院教授
身体教育医学研究所研究部長
島根大学医学部教授
玉造厚生年金病院院長
雲南市大原医師会会長
島根県保健環境科学研究所所長

武藤　芳照
岡田　真平
塩飽　邦憲
上尾　豊二
西村　昌幸
大城　　等

上岡　洋晴
大関真理子
葛尾　信弘
松井　　譲
陶山　吉朗
杉原　　純

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
木
次

町
の
日
登
地
区
農
業
集
落
排
水
事

業
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
地
元
住

民
や
市
・
工
事
関
係
者
な
ど
約
90

人
が
出
席
し
、
通
水
式
と
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
登
地
区
の
同
事
業
は
、
寺
領

小
学
校
な
ど
か
ら
の
流
入
を
含
め

て
計
画
処
理
人
口
１
千
470
人
、
汚

水
を
集
水
す
る
管
渠
の
延
長
２
万

300
ｍ
、
総
事
業

費
21
億
５
千
300

万
円
を
か
け
て

整
備
さ
れ
ま
し

た
。当

地
区
は
河

川
横
断
が
多
く
、

ま
た
流
水
方
向

に
対
し
逆
勾
配

に
な
る
箇
所
が

あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
程
度
の
逆

勾
配
に
対
応
す

る
真
空
汚
水
収

集
方
式
（
真
空

の
力
を
利
用
し
、

各
家
庭
か
ら
の

生
活
排
水
・
汚

水
を
搬
送
・
収
集
す
る
シ
ス
テ
ム
）

が
一
部
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

通
水
式
は
東
日
登
の
処
理
場
で

行
わ
れ
、
出
席
者
は
、
真
空
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
最
新
式
の
機
器
や

水
処
理
施
設
を
見
学
し
た
後
、
会

場
を
木
次
農
村
環
境
改
善
メ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
へ
移
し
、
竣
工
式
に
よ

り
事
業
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

東京農業大学講師
ブルーシー・アンド・グリーンランド財団課長代理
島根県医師会常任理事
公立雲南総合病院副院長
飯石医師会会長
島根県雲南保健所所長

農
業
集
落
排
水
事
業
　
日
登
地
区
竣
工

農
業
集
落
排
水
事
業
　
日
登
地
区
竣
工 

農
業
集
落
排
水
事
業
　
日
登
地
区
竣
工

農
業
集
落
排
水
事
業
　
日
登
地
区
竣
工 

農
業
集
落
排
水
事
業
　
日
登
地
区
竣
工 

農
業
用
排
水

農
業
用
排
水
の
水
質
保
全

水
質
保
全
・
水
洗
化
等
生
活
環
境

水
洗
化
等
生
活
環
境
の
向
上
向
上
に 

農
業
用
排
水
の
水
質
保
全
・
水
洗
化
等
生
活
環
境
の
向
上
に 

日登地区推進委員長
陶山直利

雲南市助役
内田孝志

木次農村振興センター所長
石倉貞雄

６
月
６
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育
館

ア
ス
パ
ル
で
、
雲
南
市
の
総
合
計
画

を
市
民
と
と
も
に
策
定
す
る
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は
、
基
本
構
想
、
基

本
計
画
、実
施
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
、

平
成
19
年
度
か
ら
８
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針

と
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
に

よ
り
、
各
分
野

に
お
け
る
施
策

や
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

会
議
に
は
、

公
募
に
よ
る
市

民
39
名
と
市
職

員
合
わ
せ
て
約

80
人
が
出
席
し
、

は
じ
め
に
会
議

委
員
を
代
表
し

て
荒
木
幸
雄
さ

ん
（
大
東
町
）
へ

速
水
市
長
か
ら

委
嘱
状
が
交
付

分科会名 

協 働 に  
よる自治  

委員名・（　）は出身　合計39名◎は分科会長、○は副分科会長（敬称略） 

◎福島弘志（加茂町）、○須山光子（三刀屋町）、別所三子（大東町）
岩佐恭生（木次町）、細木　訓（木次町）、横木壽成（吉田町） 
木村智美（掛合町） 

定住環境
の 充 実  

◎曽田昌吉（大東町）、○早川正三（三刀屋町）、上代悟史（大東町）
沢和　毅（大東町）、石飛郁輔（加茂町）、市場雅延（木次町） 
三谷照夫（木次町）、品川俊二（三刀屋町） 

安心生活
の 創 造  

◎田中康雄（木次町）、○鈴江久美（三刀屋町）、岩田桂子（大東町）
武田ちか子（大東町）、飯塚和睦（加茂町）、小玉登喜子（加茂町） 
今岡保時（掛合町） 

人が輝く教
育・文 化  

◎松島俊枝（吉田町）、○石飛安弘（掛合町）、荒木幸雄（大東町） 
内田慶子（加茂町）、舟木　清（加茂町）、錦織利枝子（木次町） 
小早川芳徳（吉田町） 

ふるさと産
業の創出 

◎白築徹一（掛合町）、○松谷和夫（三刀屋町）、福間幹典（大東町） 
藤原雄司（大東町）、松浦眞司（大東町）、青木征温（加茂町） 
星野惠美子（三刀屋町）、多々納正義（吉田町）松島安江（吉田町） 
肥後淳平（松江市） 


